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修士論文要旨
現代アートイベント考　－eNDにおけるアートイベント論－
Thestudyofmodernartevent　－ThetheoryofarteventforeND－
前
【はじめに】
筆者の体験談にもとづいた自伝的エッセイを記した。
【序章】
研究対象を路上アーティストからアートイベントへと
変更した理由と動機を述べた。次に、筆者自身が企画し
開催しているアートイベントeND（エンド）を調査対象
として取り上げたことに対する断り書きを述べたうえで、
その着目理由と妥当性を論じた。
【第1章一アートイベントとは何か－】
現在の日本におけるアートイベントを紹介し、それぞ
れのアートイベントの特徴を挙げた。具体的に
「DESIGN・FESTA」、「GEISAI」、「高円寺『ハート・
トゥ・アート』」、「HUOVA」、「レントゲン聾術研究所」
を取り上げた。
【第2章一eNDとは何か－】
実際に使用しているイベント概要書類や企画書をもと
に、表現アート系イベント集団「eND（エンド）」の実態
を詳細に説明した。
【第3章一動機と問いかけ－】
今回の調査をおこなうに至った動機や意義を記し、考
察へと導く問いかけをおこなった。
【第4章一方法と報告－】
何らかの形でeNDに携わっている主催者・出演アー
ティスト・スタッフ関係者・イベント来場者の4者にイン
タビューを申し出、体験談や彼らの独自の世界観にもと
づいた考えなどを聞いた。
▲　総人数：48名。
▲　性別　：男性＝23名。女性＝25名。
▲　年齢　：19歳～57歳（平均年齢：24．8歳）。
▲　実施期間：2002年夏～2006年冬。
▲　調査方法：インタビュー形式での質疑応答。
【第5章一分類と分析－】
インタビュー回答を質問項目ごとに分類整理し、主催
文章（FumiakiMae）　　　　指導：蔵持　不三也
者・出演アーティスト・スタッフ関係者・イベント来場
者の4者それぞれの視点から分析と検証をおこなった。
【第6章一考察－】
卜求め得るもの－］
eNDに携わる4者それぞれの人物像から導き出した考
察を述べた。出演アーティストやスタッフならびに来場
者が、アートもしくはアートイベントに求めている事柄
に変化が見受けられるのではないかとの仮説を論じた。
また、eNDの出演アーティストをマイナー・サブシス・
テンスという考え方に当てはめた分析も試みた。
ト“場”としてのイベント1
eNI）の参加者にとって、eNI）というアートイベント
とは、芸術的意義や理想を追求した末に辿り着いた産物
というよりも、むしろ、日常生活においては得ることの
難しい人との出会いや繋がりといった“生”のリアリテ
ィや共同意識を求めるゆえのものであると説いた。
またアートイベントそのものが、参加者体験型の「ワ
ークショップ的イベント」の性質を帯びていること、さ
らにはアートイベントにおけるアートというものが、あ
くまで他者との“出会いの手段としてのアード’でもあ
りうると論じた。そして、“アードというものの捉われ
方が変化しつつあり、「芸術」から片仮名表記の「アート」
へと変わってゆく過程で、その言葉の使われ方も変遷を
遂げたのではないかとの仮説をたてた。
［・teXt X context X丘eld・］
アートイベントというものをテクスト論的に論じ、限
定された新たな意味や価値認識がアートイベントという
“field（＝場）”に‘よって付与されるのではないかとい
う仮説を述べた。
【終章】
今回の調査研究にまつわる想いを述べたうえで、今後
の研究テーマにおける筆者の方向性と展望を提示した。
【参照資料】
「インタビュー全回答記」、「eND vol．10企画書」、「参
考・引用文献」「謝辞」を巻末に付した。
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